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本邦のマメ科植物に発生するウイ ルスの
種類および乙れらの判別方法*




58 ;飯塚 ・飯田， 1961~62; 高橋・田中・飯田， 1963他)，ソラマメエソモザイクについ
ての深野 ・横山(1951， 1956)，藤川 (1954~59)，アズキモザイクについてp大谷 (1942) ，
回杉 ・福田 (1956)の研究， アズキ，ササゲ， エンドウ， ベッチ頬のモザイク病につい
ての日野 (1960~62) の研究などが報告されている.さらに最近では，ササゲおよびアズ
キのウイルス(明日山 ・土崎， 1964)， サプクロバーのモザイク(明日山 ・麻谷 ・土崎，
1963)，種子伝染性のソラマメモザイク(小室， 1962)， Bean yellow mosaic virus (小室・
栃原， 1964)， Bean common mo回 icvirus (吉谷 ・赤井， 1961， 1964)について報告が
あり，著者もエンドウ，ソラマメ，ナ γキンマメその他マメ科植物のウイルスについて報
























Bean common mosaic virus (BCMV) 
アズキモザイグウイルス





約 750 種子伝染 ごく限られる
1 1 " 
Asparagus-bean mosaic virus (ApMV) 1 1 1 
ダイズモザイグウイルス
Soybean mo銅 icvirus (SMV) 
イシゲγ黄斑モザイグウイルス
Bean yellow mosaic virus (BYMV) 
白グロパーモザイクウイルス
White clover mosaic virus (WCMV) 
アルフアルファモザイクウイルス
Alfalfa mosaic virus (AMV) 
キュウリモザイクウイルス




Watermelon mosaic virus (WMV) 
カヅモザイクウイルス
Turnip mosaic virus (TuMV) 









Soybean stunt virus (SSV) 2) 種子伝染 ごく限られる
ソヲマメエソモザイグウイルス
Broad bean necrosis virus (BNV) 2) 土嬢伝染
νγゲ萎縮ウイルス








































大谷， 1942:回杉・福田， 1956:日野， 1962他
Hino， 1960， 1962 :明日山・土崎， 1964 
越水・飯田， 1962 他
日野， 19601):飯塚・飯田， 19621) 
井上・井上， 1963:小室・栃原， 1964 












スで既報のものとは異なると推定された分離株(S-5，SV -32， 33， 46， 39， 81， 115， 272， 
355など)(越水・飯塚， 19印;東北農試1961-1963)やホワイトクロパ『のウイルス(越















第1表にあげたウイルスの中で.AzMV， SMV， SSV， BNV， MVDVのウイルスについ
ては，著者はとれまで
としては必ずしも妥当でない面もあろうが，ここではおもに著者が取扱ってきた汁液接種






























































イYゲン (BCMV).サザゲ (ApMV).アズキ (AzMV)
ダイズ (SMV.SSV).ソラマメ (BYMV?)
ソラマメ (BNV)















の存在が認められないものには AMV，CMV， PDMなどがある. 一方， 稗状粒子の認め
られるものは BCMV，AzMV， ApMV. SMV， BYMV. WCMV， WMV， TuMVなどであ
る. これらの多くは長さ約750mμ の粒子であるが， WCMVは約5∞mμ と短かいだけ
でなく，他に比べて長さはより斉一であり，電顕下での粒子渡度が高い.したがって，少
し慣れると WCMVは或程度見わけることができる.著者の未同定ウイルス P165は
























.:c. :y ド ウ m-M M・N ロ1 ロ1・n ロ1・n
ソ フ -マ メ L M M.N ロ1 m.n L・(m) ロ1
イシゲシ 山城黒三度 M 一事 F 事 一事 M M.N M.N M (L) 宜1
マスター ピー ス M 一事 LI ロ1 M M.n L L (L) ロ1
ダ イ ズ M M M.n M (m) LI 
ア ズ キ M 
サ サ ゲ I M 一 宜l.n ロ1 (m) L.m 
赤グロパー M M.N M 
白クロパー ロ1 ロ1
ナ γキシマメ ロ1 M M M 
グロタラリア M M.N M ロ1
C. amarunticolor L・(S)L.S (L) L L.S 
N. glutinosa L.M.n 
タ J、- コ (L) LI L 
N. rustica 一一・(L/)LI M.n 
ト -マ ト I 
コ カ プ M 
カ ポ チ・ -ャ M LI 
キ '" ウ リ L M LI 
M，m;モザイク N. n;エソ病徴 L:接種葉 locallesion S :全身病徴
1:無病徴感染 ( ):分離株により或は時折生ずる病徴
1)越水・飯塚 (1962)による 2)日野(1962)および明日山・土崎 (1964)による





BCMV， AzMV， ApMV， SMVなど種子伝染性ウイルスはいずれも寄主範囲が極めて限
られていることが大きな特徴となっている.





























L: +; S: Mo， Stu 
AMV PDM 
Mo， Stu， N 
L: NS; S: Mo， N 
L: ns; S:一




L: NS: S:ー L: ns; S: mo 
タ イ ズ Mo， Stu Mo， Stu 
C. amaranticolor L: NS: S:ー L: cs: S: Mo L: cs; S: Mo. Stu 
タバコ Mo L: +; S:Mo~mo L:(+): S:(cs.RS) 
N. glutinosa Mo L: +: S: Mo~mo L: (NS); S: (cs. RS) 
キュウリ Mo 
Mo， mo:モザイグ N:エソ cs:退色斑点 RS:輸紋 Stu:萎縮




AMVと PDMとはこの表では判別困難な印象を受ける.しかし， PDMは，ェγ ドウ，
ソラマメに激しいモザイクやエソを伴なう病徴を示し，タバコ類での病徴が発現しにくい












ったとは云えない. しかし， 1， 2の実験例では明らかな干渉が認められてウイルスの同
定に役立つた場合もある.第6，7表に実験例を示した.
第6表で BYMVの普通系 (BYM・G)とエソ系 (P120)の聞にはウイルス干渉が明ら
第 6表 BYMVを中心にした Cross-protectiontestの例
植 物 1次(ウ1イV)ルス
ソ フ -マ メ PBNYM・3.G 
" P 120 BYM-G 
山城黒三度イ Yゲγ BYM-G 
V 124 
" BCMV 





V 124: BYMV? (種子伝染?)
2次(ウ2Vイ〉ルス 病 徴
cs. mo 
BYM-G 1V+C2，VM:0 5/10 1 V: 5/10* 
VC，NMS O 
L: NS S: VN.のT代N.りStr 
P 120 VC. Mo. CP 120 にP111でも同様〉
VC， cs， mo 
VC， Mo 
BYM-G 1+2 V 2V Vこよる L:+ 
V 124 
BYM-G I+2 V J 2V fこよる L:+
vc. mo 
VC. Mo 
BYM-G 1+2 V 2 V t，こよる L:+




第 7表 ナシキシマメ輸紋モザイク (PN・1)とダイコγから
得た TuMVの Crossprotection test市
処 理 タバコ半業への戻し接種(処理/対照〉
接種植物
1次ウイスル 2次ウイルス 実験A 実験B
コマツナ TuMV 0/101. 5帥以上 0/97.4 
コマツナ TuMV PN・1 0.5/9!) 。/102
ダイ コ γ (宮重〉 " " 0/189.5 以上 0β14.5 
ダイ コシ(時無〉 " 曹 0/164.5 以上 0パ11.5
コ カ プ (時無〉 " " 0/98 0/91. 5 
車井上・井上(1964)長学研究団:51-60より引用
紳タバコ半葉での平均病斑数 対照:PN-1を接種
かに認められたが， PN・3(ナンキンマメモザイク)， V 124 (種子伝染の疑のあるもの〉
ーーともに BYMV近縁と考えられるウイルスーーと BYMVとの干渉の有無はあまり判






に近年とくに発達した極めて有力な方法である. Brandes & Wetter (1959)， Brandes 
(1960)は稗状ウイルスをその長さで分類して血清学的類縁関係を調べ， 粒子の長さから
同一群に属するウイルスは互いに血清学的にも額縁のあることを報告している.我国では




マメ科に発生することが未確認のウイルスである Peamosaic virus (PMV)， Beet mo泊 ic
virus (BMV) ， Lettuce mosaic virus (LMV)， Pea streak virus (PSV)， Red c10ver 
vein mosaic virus (RCMV)なども含めて示してある.
ナンキンマメの輪紋モザイクは粒子の形態や病原性から Turnipmosaic virusと考え
られるものであるが， 抗TuMV血清との反応試験，中和試験はいずれも陽性の結果とな




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































x 10 50 
AMV (YSC 1・T)病グルチノザ 10 1lI十 + 
" 50 -!It 土




PDM (P 108)病ベチュユア 10 
" 50 




























がら明らかに独立したウイルスと考えられるものは， Bean common mosaic， Adzuki-bean 
mosaic， As開ragus-beanmosaic， Soybean mo回 ic，Bean yellow mosaic， Wbite clover 
mosaic， Alfalfa mosaic， Cucumber mosaic，エンドウ萎縮モザイク〈仮称)， Watermelon 






















Bos. L.， Hagedorn， D. J. & Quantz， L. 1960. Suggested procedures for international 
identification of legume viruses. T. Pl. ziekten 66 : 328-343. 
Brandes. J. 1957. Ein elektronenmikroskopsiche Schnellmethode zum Nachweis faden-
und st益bchenfomigerViren， insbesondere in Kartoffeldunkelkeimen. Nachrbl. deut. 
Pfianzenschutzdienst 9 : 151-152. 
Brandes， J.1960. Einige Bemerkungen uber den Nachweis von Kartoffelviren mit 
Hilfe des Elektronenmikroskops. Proc. 4 th Conf. Potato Virus Dis. Braunschweig 
1960 pp. 170-175. 
Brandes， J.& Wetter， C. 1959. Classification of elongated plant viruses on the basis 
of partic1e morphology. Virology 8 : 99-115. 
深野弘・横山佐太正.1951. 蚕豆， 碗豆， カラスノェγドウの嬢痘性パイラス病(予報). 九州
農業研究10:13与ー 134.
-114一
民事川隆.1955. 1958. 1959. 蚕豆エソモザイ P病に関する研究.第2(4) 5報.日植病報.20: 
102-103. 23: 27， 24: 32. 
日野稔彦.1960. へアリーベッチのモザイタ病.日植病報.25:21.
日野稔彦.1960. コモシベッチ・から分離した virusについて.日植病報.25: 66--67. 
Hino. T.19印 Studieson the asparagus-bean mosaic virus. Ann. Phytopath. Soc. 
Japan 25 : 178-186. 
日野稔彦.1961. エγ ドウから分離したキュウリモザイタウイルス.九州病虫研報.7: 84. 
日野稔彦.1962. アズキモザイ Pとササゲモザイタウイルスとの関係.日植病報.27: 82-83. 
日野稔彦.1962. アズキモザイタ病に関する研究，日;植病報.27: 138-142. 
飯塚典男・飯田格.1961. Ladino cloverから分離した Alfalfamosaic virusについて. 日
相直病報.26: 29. 
飯塚典男・飯田格.1962. レッド・タロパーから分離しだウイルスについて.日植病報.'2:1: 83. 
Inouye. T. 1964. A virus disease of pea caused by watermelon mo鈍 icvirus. Ber. 
Ohara 1 nst. 12: 13与一144.






井上忠男・井上成信.1964. Turnip mosaic virusの1系統によるナγキンマメの輸紋モザイタ
病.農学研究50:51一肌
井上忠男・小室康雄・明日山秀文. 1952. キュウリ・モザイク・パイラスに関する研究. IV. 
alsike cloverから分離された strainについて.日植病報.16: 181-182. 












松浦義.1953. 紫雲英の萎縮病に続いて.日植病報.17 (2) : 65~8. 
大谷吉雄.1942. 小豆モザイク病の研究.日植病報.12: 67一個.
高橋幸吉・問中敏夫 ・飯田格.1963. ダイズモザイタおよび萎縮ウイルスの数種系統の発生. 日
植病報.28: 87. 
回杉平司・福田兼四郎.1956. 小豆モザイク病に賦いて.北日本病虫研報.7: 75-76. 
東北農試.1961. 1962. 1963. 大豆ウイルス病に関する研究.東北漫試畑作病害年次報告，昭和














第2図版 マメ科植物に発生する種々の形状の稗状ウイルス (Dip法による試料. X2B.O∞〉
A) BYMVの普通系(約750mμ〉
B) BYMVのエソ系(約750mμ〉
C) P 165ウイルス (PSV又は RCMV類似，未同定)(約650mμ〉
D) WCMV (約4BOmμ)
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